
自転車ブーム

ごとう・しげき：早稲田大学 理工学部 情報学科教授。
MINC理事、APAN副議長などアジア太平洋のインター
ネット界で活躍している。
goto@goto.info.waseda.ac.jp後藤滋樹c o l u m n s

新 ・ 社 会 楽 - 7 9

ill
us

tra
tio

n:
 H

ar
ad

a 
Ka

or
i

爽快に風を切る

最近は自転車ブームである。特に、折り畳み自転車が人気

を集めている。休日に散歩コースを歩いていると、その横を颯

爽と走り抜ける自転車がある。休日だけではない。平日に通

勤に使う人もいる。

天気のよい日に風を切って走るのは気持ちがいい。街の空

気を感じながら走るので、季節感を満喫できる。ただし、雨

が降ると途端にダメになる。片手で傘をさしながら乗るのは不

安定だ。合羽やポンチョという雨具を着るのは面倒だし、梅雨

どきには大汗をかいてしまう。雨が降ったときでも乗れる自転

車というのは、いまだに実現されていない。

雨の日には乗れないこともないが、雪の日の自転車は最悪

だ。雪上では自転車を直進させることも難しい。ペダルを漕ぐ

たびに体が左右に大きく振れてしまう。

無駄のない部品

自転車の構成は単純明快である。ほとんど無駄がない。ワ

イヤー1本が切れただけでもブレーキが効かなくなる。ほんの

小さな穴でもチューブにあくとタイヤの空気が抜けて乗れなく

なる。走行に支障がないのは泥よけのカバーと荷物カゴくらい

のものだ。

部品が標準化されているのは、自転車の特徴だ。なかには

折り畳み式のフレームなど、各社各様の部品もある。それでも

タイヤやブレーキ、ペダル、変速器などは標準的なものが多い。

マニアは自転車を改造しながら楽しむことができる。

自転車用の工具は、部品が標準化されているおかげで、ど

の自転車にも使える場合が多い。

鍵

自転車の弱点は盗難に遭うことだ。鍵を取り外してしまえ

ば、盗人はその自転車に乗って逃げてしまう。各種の自転車

用の鍵が出そろっているが、決定版がない。そもそも自転車

の値段よりも、鍵の費用が高くなっては意味がない。

自転車の鍵には国柄がある。アメリカでは頑丈な鍵をかけ

る。日本でいえばオートバイに付けるような太いワイヤー、ある

いは金属の輪を自転車にかける。実際にアメリカでは盗難

も多い。大学の構内では自転車からタイヤが取られていたり、

逆にタイヤがしっかりワイヤーで固定されているために自転車

の本体が盗まれたりしている。

日本でも有料の駐輪場などには自転車を固定する金具があ

る。アメリカの街角では、無料で使える簡易式の金具を見か

ける。私が一番感心したのは昔のスタンフォード大学の構内

にあった『バイクロッカー』である。これを説明するのは難しい。

ちょうど自転車がスッポリと入る大きさの巨大鳥籠のような金属

の網目の箱だ。

そのバイクロッカーは学生の会が管理していた。利用者は

料金を会に支払う。

ランプとベル

昼間は快適な自転車も夜間になると弱い。ランプを点ける

のに発電器を回すとペダルが重くなる。乾電池式の電灯では

電池が消耗する。充電式の電池を使うのがよさそうだが、せ

っかく自分で動かして「自転車」になっているのに、商用の電

力を消費するのでは環境に優しくない。

街の中を走行するときには、ベル（鈴）が必要だ。歩行者の

うしろでベルを連打するとひんしゅくを買う。それでも無音で

衝突するよりはベルを鳴らしたほうがいい。

人混みの中を自転車で抜けるとき、対向して歩いている人

は自然に避けてくれる。同じ方向に歩いている群衆の中を抜

けるのが難しい。誰も背後の自転車に気付いてくれない。な

かには蛇行して歩く人がいる。夢遊病か酔っぱらいかと思っ

たら携帯電話で会話中の人だったりする。予想もしないよう

な動きをするから要注意だ。

歩行者が邪魔物になることもあるが、結局のところ自転車は

世の中の理解を得ないと走れない。アメリカの友人が、ある町

で自転車競技会を行った。その付近の住民の中に「うるさい」

と反対する人がいて、競技コースに画びょうを撒いてしまった。

それでレースは大混乱になったという。画びょうを撒かなくて

も、道路の上の異物を放置しておけばタイヤがパンクしてしま

う。自転車はきれいな道の上しか走れないのだ。
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